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国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、

技術家庭 (技術分野・家庭分野)、 英語

■ ■

道徳、サイエンス



教 科 名 年間授業時数 学  年

国語 195 3

授 業 形 態 指 導 者 名

一斉授業 平井 敬貴 。景山 真基子

教科書 (発 行所 ) 中学校国語 3(東京書籍 )。 中学校書写 (学校図書 )

教科書以外の教材 (発 行所 )

中学必修テキス ト3

単元別漢字 3

ウイニングPLUS中 学校問題集国語 3

意味か ら学ぶ頻出漢字 3000
国語便覧

(文理 )

(秀学社 )

(好学出版 )

(第一学習社 )

(浜 島書店 )

目  標

国語を適切に表現 し正確に理解する能力を
思考力や想像力を養い言語感覚を豊かにし、
る態度を育てる。

育成 し、伝え合 う力を高めるとともに

国語に対する認識を深め国語を尊重す

学習のね らい

○知識及び技能

。社会生活に必要な国語 の知識や技能を身 につけるとともに、我が国の言語文化 に親 しん

だ り理解 した りす ることができるようにす る。

①思考力、判断力、表現力等

。「話すこと・ 聞 くこと」、 「書 くこと」、 「読む こと」の学習 を通 して、論理的に考え

る力や深 く共感 した り豊かに想像 した りす る力 を養 い、社会生活における人 との関わ り

の中で伝 え合 う力 を高 め、 自分の思いや考 えを広 げた り深 めた りす ることができるよ う

にす る。

O学びに向か う力、人間性等

・言葉がもつ価値 を認識す るとともに、読書を通 して 自己を向上 させ、我が国の言語文化

に関わ り、思いや考 えを伝 え合お うとす る態度 を養 う。

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容と発展学習の内容を中心に出題する。

範 囲

(予 定 )

第 2回 考査

「条件スピーチ」「提案ミ。主張の聞き方」「送リイ反名」「表現に生きる文法」

「絶滅の意味」「情報の信頼性の確かめ方」「読み方の難しい漢字」 鴨覇子・慣用句」

「百科事典少女」「言葉の移り変わり」「初恋」「万業・古今・新古今」

第 3回 考査

噺瑠■漢語・歩聘縛吾」「他教科で学ぶ漢宇 (1)」 「勝鋤鋼 の新聞」

吸け取る『′千可イ也』」「幸福について」「具体例、根拠、反対の関係」

の批評文」「おく「

第 4回 考査
輪語」「他教科で学ぶ漠宇 (2)」 「何のために『働く』の力刊「V〔夕郎」
「四宇熱語」「 「生ましめんカヽな」「合意形成を目指す話し合い」

「いつものように新間が届いた」「最後の一句」「好きの地平線を探して」
年度末考査 「時を超え

評価の観点 ロ

評価の方法

○評価の観点は国語の 「知識・技能」 曜妥夕。半J断・表現」 「主体的に学習に取り組む態度」の3

目とする。

○具体的な評価は、定期考査、授業の中での考察、ノー ト、月ヽテスト、提出した課題の内容な

切に活用して総合的に行う。

先生から

ア ドバイス

(予 習・復習の方法、

授業の受け方、

ノー トの取 り方など)

毎日の漢宇テストに粘り強く取り組み、言葉の力の基礎を身につけていきましょう。予習で教科書

を読み、わからない語句や難しい表現をチェックし、辞書などで確かめ、ノートに整理してみましょ

う。また、各教材末に置かれている「学びの扉」や授業中に配付されるプリントの問題を考えてみま

しょう。授業中の要点 。板書事項をノートに書き写すだけではなく、授業中の他の仲間の発言にも注

意して、ノートに残すようにすると、自分の考えを広げることができます。

復習として、その日のうちに再度、教科書やノートを確かめ、メモなどの走り書きをきちんと整理

しておくと、授業の内容を定着させることができます。古典分野では、覚えなければならない学習事

項が多いので、予習 。復習を丁寧におこないましょう。

なお、課題として配付している問題集は、解答の根拠となる箇所に線を引くなど見える化し、答え

合わせの際には解説をよく読み込み、理解を深めることを大切にしましょっ。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業 )

学期 月 学 習 内 容 時数 学習のポイン ト

前

期

4

5

6

7

8

9

「生命イま」
「世界への入り口」
「イプ的 の読み方、味わい方」「イブ陶 工句」
「イブ静w泊J作と句会」
「間違いくす 吋 嬬 」
「間違えやすい喜知
「形」

◎「行書とイ反イ■を書こう」
「条件スピーチ」
「提案ミD主張の聞き方」

「送リイ反々 刊」

「表現に生きる文法」

「絶滅の意殉

「情報の信頼陛の確ノJヽめ方」

噺肋方の難しい漢宇」

「連語 。慣用句」

「熊 蝦 」
「言葉の移り変わり」

「伽

「万葉・古今 。新古今」

2回初

◎「行書とイ反名を書こう」
「和語 。漢語・外来語」
「脚 弾    (1)」

「勝譲制 の新聞」

「受け取る『′千昭イ也』」

「幸福について」

「具体ケll、 1艮拠、反姑の関係」
「『広告』の批評文」

「おくのほそ慟

2
3
4
2
1

1

4

6

3

2
1

1

5
1

1

1

5

1

1

5

6
1

1

4
4
3

1

5

5

・行書とイ反名の字形、筆づかい、行の整え方について理解する。

・和語・漢語・タト綿 ― lこつい切 る。

・他教科で学ぶ語句で用いる漢宇について理解し、漢字を文章の中で使う。

・環境問題について伝える新聞を編集し、材料を生かす構成を二夫する。

・文章を批削的に読み、文章に表れている考え方について考える。

・文章を批削的に読み、文章に表れている考え方について考える。

・具体例、根拠、反対の関係について理解する。

,論の進め方を考え、資料を参考にしたり引用したりして、説得力のある批評

文を書く。

・構成や表現の特徴と、その効果について考える。

・″課堅兎鬱割殿載鰤まして内容を解釈し、読み方を工夫して音読する。
・鋤 つたことをもとに、言葉と自分自身との関わりについて考えをも鳥

・表現のコ夢誼堪意しながら朧 。,国晴触 し、り向を読み味わう。

・俳句をイ乍つて互しWこ読み合い、作品のよさを評価する。

・間違えやすい敬語と、正しい敬語の使い方について理解し、適切に使う。

・間違えやすい言葉について理解し、適切に使う。

・場面ごとの人物の考えや人物どうしの関係を捉えて、作品を読み殊わう。

・行書と仮名の宇形、筆づかい、行の整え方について理解する。

・場の状況に応じて自分の考えが分かりやすく伝わるよう1こ表現を工夫する。

・話の内容や表現の仕方を評価しながら聞き、自分の考えを広げる。

・送り仮名の付け方について理解する。

・文の成分の順序など文の構成について理解する。

・論の進め方や説明の仕方について考える。

・情報の信頼性を確かめる方について理解する。

・読み方の難しい漢宇について理解する。

・連語や慣用句について理解し、話や文章の中で使うことを通して語感を磨き

語彙を豊力斗こする。

・場面ごとの人物の考えや人物どうしの関係を捉え、作品を読み味わう。

・時間の移り変わりによる言葉の変化や世代による言葉の違いを理解する。

・表現の特徴を提え、リズムを感じ取りながら朗読する。

・和歌の意味や使われている技法に注意して、鑑賞文をまとめる。

後

期

１

０

１

２

1

2

l(第 3

輪 語」

吐鰻力科で吟壌羅暮芋 (2)」

「何のために『働く』の力判

「gじ俣、」
「四字熱話」

「レモン哀駒

「生ましめんかな」

「合意形成を目指す話し合い」

l(第 4回考ω l

◎「行書とイ反名を書こう」

○百人一首
「いつものように新聞が届いた」

「最後の一句」

「好きの地平線を探して」

「時を超える軸

ll年度末考杏 l

「本との付き合い方」

「風の唄」

発展学習 評論文・小説読解

古典演習

6

1

5

6

1

1

2

4

5
5

4
4
3

5

2

2

10

10

|
・古典の言葉を読み味わい、自分の文章に生かす。

・他教科で学ぶ語句で用いる時 について理解し、漢字を文章の中で使う。

・読書を通して自分の生き方や社会との関わり方を考え、自分の将来について

考えをも鳥

・作品者読んで考えを深め、社会の中で生きる人間について自分の意見を降曳

・四宇熟語について理解し、語感を磨き語彙を豊力ヽ こする。

・魏剰碇劇 l〔轄意し乾 読帆
こ詩に描かれた生と死について考え、感想を持つ。

`進
行の仕方を工夫呟 互いの意見を生かし電話し合い、合意形成する。

・行書の蘭箕 靱 ■Wこついて理解し、文字の大きさ、砂 llに注意して書く。

・百人一首を通して、伝統皮化を尊重する態度を育てる。

・文学作品啓詫気 叫 について考える。

・文学作品な縮扶 時 について考える。

・自分の考えを日月確lこ し、論理の展開などを考えて、話の構成を工夫する。

・下書きした手紙彦読み返し、文章を整えて清書する。

・本を読むことについて考えを広げたり深めたりすることでヽ 読書の意義と効用

について理解する。

・場面ごとの人物の考え方や人物どうしの関係をt足えて、作品を読み味わう。

・様々な文章を読次 読み取り方ミヽ
ー

1こついて爾 すヽる。

・古典作品を詠 表現技法や文法事項について確認する。

通 年 演 習 39 長文読解や小論文の記述、ディベート・デイスカッション等を行う。

総 時 間数 195



教 科 名 年間授業時数 学  年

社会科 (歴史的分野および公民的分野 ) 156 3

授 業 形 態 指 導 者 名

前期 :一斉授業 後期 :一斉授業 有和 仁美

ヽ

力
力

実
実

成
成

練
練

史
民

歴
公

ト
ト

ス
ス

キ
キ

テ
テ

(文理)歴史 ワーク (学宝社 )

(文理)公民 ワーク (学宝社 ) 他
教科書以外の教材 (発行所 )

目 標

(歴史的分野 )

。歴史的事象の学習を通 して,時代を大きく捉える見方・考え方を身に付
ける。また,各時代の政治のしくみ,人々の生活,文化 を多角的に捉え
られる力を養 う。

・課題に対 し,自 ら調べ,対話を通 して課題 を解決する方法を身に付 ける。

。
3昼脅金そ鏃 ,鰤 艶 靱 花ぢ彰 計 修撹催 基

。簿垂を合意,効率 と公正,分業と交換,希少性などに着 目して課題を追求

.比亀?縫塗法學書を亀ゼ整声易k程会房羅雹留高畠督憲をとえを,。。持続可能な社会を形成することに
P旨斥ぁ箸貪蓼箋晶々蓋墓手客夕

働か
せ,課題 を探究す る活動を通 して ,

学習のね らい

翻 含選重稗言奢夕
説明するこ

:ご重
gttξ

言:S:二attg::勇?褒を誓言余窯雪客完を養
地
チ〕褒奄盈

④極零帝       語ご≧亀そζ≧,.鴇鱗せ奄EttZ艶畠議据;,ついて公正に判断 した りする力 ,

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容,使用 している副教材の内容か ら出題す る。

(予 定 )

第 2回 考査

第 3回 考査

第イ画考査
~

華卒末考査
~

の

現 の 民

。現代社会 と私たち)

と
政

T顆たちの暮ぢ
T地球社会を

~不

ム

柴含憲法
と社会

ど経済
~

の
日

治

し

た

評価の観点 白

評価の方法
・ 表

的 習 り組む態
への取組
査等の結

記 つ い て ,

度
(ノ ー 発

イこ
等), 自主学習, レポー ト,

るテ ス

先 生 か らア ドバ イ ス

(予 習・復習の方法,授業の受

け方,ノ ー トの取り方など

gヨ身博雷昌壱庸冨急暴S写善誓琴善毒尊示澄琴:夕〉鶴讐異
い

で
く力を
説明で



■ 豪 45分 段 葉 )

甲刃l 可 宰 習 内 容 「 叡

同!J

期

4

5

6

7

9

。近代 (後 半)と 現代の日本と世界①

・近代 (後 半)と 現代の日本と世界②

・近代 (後 半)と 現代の日本と世界③

1現代社会 と私たち

2個 人の尊重 と日本国憲法

《第 2回考査》

3現代の民主政治 と社会

《第 3回考査》

10

18

19

16

20

翌導崎薔象蕗離霊

具尋拳二房警ЭttF奄束:民主義

盈住皓禽盈
現代社会の

特色
)

活 と
見方

(グ ローバル化 。少子高齢

苺些え方

炎罐と具
これか ら

晉佑畏屠

客民暴複障
主
の

政治
仕組み

,地方 自治 と私たち

後

期

10

11

12

1

2

4私たちの暮 らしと経済

5地球社会 と私たち

《第 4回考査》

*よ りよい社会 を目指 して

*社会的な課題の探究①

*社会的な課題の探究②

《年度末考査》

*社会的な課題の探究③

・高等学校の社会科学習にむけて

20

18

15

17

3

岳勇g魯宮
これか らの

市場経済

佑播盈
経済 と

と金融

社会

目欝禁會各葛鉄盈雲と日本

書蓋奮;通
盆七十与吊君湧惑摩烹で鞘

襲縫警鶏婆醜寮ピ
。高等学校の学習を知 る。

総 時 間 数 156



教 科 名 年間授業時数 学 年

数 学 195 3

授 業 形 態 指 導 者 名

習熟度別による少人数授業
岡田紘典、皿海和義

金谷久美子、松本拓磨

教科書 (発行所) 新 しい数学 3 (東京書籍)

教科書以外の教材 (発行所)

体系数学 2 幾何編

体系問題集数学 2幾何編 発展 完成ノー ト

数学 I

4プロセス数学 I 完成ノエ ト

(数研出版)

(数研出版)

(数研出版 )

(数研出版 )

目  標

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通 して、数学的に考える資質・能力を次

のとお り育成することを目指す。

(1)数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象

を数学化 したり、数学的に解釈 したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付け

るよう1こする。

(2)数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統合的

・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を

養 う。

(3)数学的活動の楽 しさや数学のよさを実感 して粘 り強く考え、数学を生活や学習に生か

そ うとする態度、問題解決の過程を振 り返つて評価 ,改善しようとする態度を養 う。

学習のねらい

1「数 と式」領域
・数を実数まで拡張する意義や集合と命題に関する基本的な概念を理解できるよう

にする。また、式を多面的にみたり処理したりするとともに、 1次不等式を事象

の考察に活用できるようにする。

2「 図形」領域
。図形の性質を三角形の相似条件を基に して確かめ、論理的に考察 し表現す

る能力を伸ばす。
・観察、操作や実験な どの活動を通 して、三平方の定理を見いだ して理解 し

それ らを用いて考察す ることができるようにする。

・平面図形や空間図形の性質についての理解 を深め、それ らを事象の考察に

活用できるようにす る。

3「 関数」領域
。2次関数 とそのグラフについて理解 し、2次 関数を用いて数量の関係や変

化を表現することの有用性を認識するとともに、それ らを事象の考察に活

用できるようにする。

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容、問題集を中心に出題する。

範 囲

(予定)

2

数

の定理 と

3 合 と 題

4 集合 と 2

2次方程式 と 2 式 学校 3年間で つ た 内

評価の観点 ロ

評価の方法

評価の観 J煮は 「知識 。技能」 「思考 。判断・表現」 「主体的に学習に取 り組む態

度」の 3項 目とする。

具体的な評価は、定期考査、授業への取組、章末テス ト、小テス ト、提出物の内容

等から総合的に行 う。

先生か らア ドバイス

(予習・復習の方法、授業の受

け方、ノー トの取り方など)

予習については、教科書の内容 をあ らか じめ見てお くだけでも違います。

予習 を して授業に臨む よ うに しま しょう。復習 については、問題集 を中心に

その 日に習つた内容 の問題 をできるだけた くさん解いて 自分のものに して

いきま しょう。授業 には、しつか り集 中 して臨み、わか らないことはその場

で先生に質問す るか、休み時間、放課後等 を利用 して質問にくることで、そ

の 日の うちに理解す るよ うに心がけま しょう。授業 ノー トや授業プ リン トに

ついては、黒板 を写すだけでな く、自分で気づいた ことや先生が説明 した内

容 で重要だ と思つたことは 自分の言葉で しっか りと書き込んでおいて、後か

ら確認 して分かりやすいように工夫してみましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)

鞠 月 学 習 内 容 時数 学習のポイン ト

前

期

4

5

6

7

8

9

三平方 の定理
三平方の定理の逆

三平方 の定理 と平面図形

三平方 の定理 と空間図形
章末問題

整式の加法 と減法

≪ 2回考査 》

整式の乗法
因数分解
実数
根号 を含む
不等式の性
1次不等式
絶対値 を含
章末問題

集合

式の計算
質

む方程式・不等式

5
3

15

11
5

3

5
8
4
6
3
5
8
7

5

・三平方の定理を利用して、辺の長さを求めることがで
きるよう1こする。

・三平方の定理の逆を利用して、直角三角形を見つ

けることができるように
｀
する。

と三平方の定理を利用して平面図形のいろいろな線
分の長さを求めることができるようにする。

・三平方の定理を利用して空間図形のいろいろな線
分の長さを求めることができるようにする。

。三平方の定理を利用して空間図形のいろいろな線
分の長さを求めることができるようにする。

。整式を同類項でまとめたり、降べきの順に整理したり
することができるようにする。

・公式を利用して、式の展開、因数分解ができるように

。卒負《 ィこっャ、その四貝U計算や2重根号の計算がで
きるよう1こする。

・不等式の性質を理解し、1次不等式、連立不等式、
絶対値を含む方程式・不等式を解くことができるよう
にする。

・集合に関する基本的な用語・記号を理解し、共通部
分と和集合を求めることができるようにする。

後

期

1 0

1 1

1 2

1

2

命題 と条件
≪ 3回 考査 》

命題 とその逆・対偶 e裏

命題 と証 明
章末問題

関数 とグ
2次関数
2次関数
2次 関数

ラフ
のグラフ
の最大・最小
の決定

≫《 4回 査

2次方程式
2次 関数 のグラフとx軸 の位置関係
2次 不等式
章末問題

《年度末考査 》

3年間のま とめ

8

8

5

4
9
11
9

7
9
11
8

13

窪癖r薯金佐募鯖鰯課偲基挑駐 F

・2次関数について、そのグラフを理解し、表すことが
できるよう1こする。

・2次関数の最大値。最小値について理解、活用する
ことができるようにする。

。2次関数のグラフとχ軸の共有点の個数を求めること
ができるようにする。

・2次関数のグラフを利用して、不等式を解くことがで
きるよう1こする。

総 時 間 数 195



教 科 名 年間授業時数 学 年

理科 156 3

授 業 形 態 指 導 者 名

癬 松末 昌樹

教科書 (発行所) 未来へひろがる サイエンス3(啓 林館 )

教科書以外の教材 (発行所) 新中学問題集

目  標

自然の事物・現象にかかわり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもつて籐 、実験

を行うことなどを通して、自然の事物 。現象を科学的に探究するために必要な資質。能力を

次のように育成する。

(1)自然の事物 。現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観簾、実

験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

(2)観察 。実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

(3) 自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

学習のねらい

[生命]

○実験・観察を通して、生命の連続性について理解を深め、生命を尊重する態度を育てる。

[ナL球]

○地球と宇宙に関する探究的な学習を通して、地球の自転・公転と天体の動きと関係や太陽系と

恒星の特徴について理解を深めさせる。
[物質]

〇化学変化とイオンに関する探究的な学習を通して、水溶液の電気伝導性や電池のしくみ、中和

反応についての理解を深めさせる。
[エネルギー]

O物体の運動エネルギーに関する探究的な学習を通して、力の合成・分解、運動の規則性、エネ

ルギーヘの理解を深めさせる。
[期

がら、自然界のつり合いや、自然環境の調査と環境保全、地域の自然災O日常生活と関連付けな

害、さまざまな物質とその利用、
科単的に考察する技能を身に付け

科学技術の発展を理解するとともに、それらについて調べ、
させる。

定 期 考 査

出題方針 教科書の内容を中心に、問題集、教材プリントなどから出題する。

範 囲

(予定)

第1回考査 学力達成テス トを実施

生物の連続性 (体細胞分裂と減数分裂、生殖、染色体とDNA、 発生のし

くみ、遺伝のしくみ)化学変化とイオン (水溶液とイオン 電池のしく第2回考査
み 化 学エネルギ ア ル カ リと塩 p■ )

(酸 と金属 の変 物質量)化学変化 とイ オ ン の 反応 中 pH 化

第3回考査 運動とエネルギー (物体の運動 運動と力 落下運動 自由落下の法

運動の 3法則 )

第4回考査
運動とエネルギー (力学的エネルギーと弾性エネルギー・運動方程式・

仕事)地球と宇宙(宇宙の広がり 惑星と檀動

申 と天体的 き 月の満ち欠け )

年度来考査 自然と人間 (自 然界のつ り合い 人間と環境 自然と人間のかかわり

と人間 と

謝 α 刃 麟 b黒 ・

師 の雛

○評価の島点は、自然事象への理解と科学的に探究するための技能、科学的に探究するために必

要な思考・判断・表現、主体的に自然の事象に関わる態度の3項目とする。

○評価の方法は、学習のまとまりごとの記述内容と定期考査、授業への取組のようす、

出などをもとに、総合的に行う。また、章ごとに自己評価を行う。

先生からア 膨 イ`ス

理科の学習は、自然の事物・現象のな力斗こ隠れている 町 について学んでいく学問です。

日常生活で身のまわりのことに対して、「なぜだろう」と考えながら注意して観ること、自

分の意見を積極的に述べたり、友だちの意見にも耳を傾けながら現象について考えたりする

ことが必要で九 また、観察・実験を通して得られたことを図やグラフを描いて事実に合う

よう1こ擦 し発表する態度を身に付けることも大切ですD



年 間 授 業 計 画 表

鞠

前

期

月

4

5

6

7

8

9

学 習 内 容 時数 学習のポイント

「生命」生命榔

単玩弾フく 蜘 こトライ !

1章 生物のふえ方と成長
※細胞のつくりとはたらき

※体細随め裂と期 しくみ
2章 造陳城眼lJ生と遺伝子

湖 と染色体
※いろいろな造伝

勘 瀾 ll

3章 ′ヒ物の潮頴の多様性と進化

力だめし (1)

「物質」化洋変化とイオン

錦 専ヽ葛誦耐こトライ !

1章 水溶液とイオン

※原子の構造と同位体
※電子配置とイオン

※さまざま縮
※物質量

※元素の周期表
2章 電池とイオン

3章 酸・アルカリと塩

力だめし (1)

l(第 2回紛

「

錦 トライ !

1章 力鎗 成と分解

※三角関数
2章 物体の運動

※迎動の第二法則

※いろいろな運動

3章 仕事とエネルギー

※エネルギー保存の法則

癬
4章 多様′Fエネルギーとその移り変わり

5章 エネルギー資源とその不ll用

力だめし (1)

l(第 3巨臓罐)

錦 学葛誦耐こトライ !

1章 宇宙の天体
2章 太陽と恒星の動き
3章 月と金星の動きと見え方

力だめし (1)

翰

瞬鰺匈自然と人間

娼 峙裟錦市にトライ !

1章 自然界のつり合い

2章 さまざま′F物質の不ll用 と人間
3章 秤詔期眩浅展
4章  人間と環境
5章 持続可能な社会をめざして

力だめし (1)

ll―考奇 l

劉 F"且鱗 予ョ可
3

(24)

11

4
1

(34)
1

15

7
10
1

(38)
1

11

10

8

(

(

3
4
1

20)
1

5
8
5
1

28
1

5
5
4
8
4
1

)

12

ことができるようにする。次に、分力の求め方を理解

させる。
Oいろいろな物体が運動を始めるときのストロボ写真を紹介し、運動が始まる原因

を考えさせることにより、運動とエネルギーの学習への興味・関心を高めるよう

にする。
O記録タイマーやストロボ写真をもとに、物体の速さ

～
運動の様子を調べる方法を

身に付けさせ、物体にはたらく力と運動との関係を理解させる。

O「と事の量の求め方を理解させ、仕事の原理を見いださせる。また、仕事をする能

力としてエネルギーを定義し、位餅 ルギーや国雛窮秒レギーの大きさと物体

の高さや質量、速さとの関係を見いださせる。最後に、まさつ力や空気の抵抗が

なければ力学的臣ネルギーが保存されることを理解させる。

O身のまわりにあるいろいろなエネルギーについて気づかせ、それらのエネルギー

|ま どのように移り変わる′J瑚 させるとともに、エイ、アレギーの総量lま―定に保た

れることを理解させる。
O人間lよ多様′Fエネルギー資源を消費して活動していることを知るとともに、将来

にわたつてエネルギ■資源を穂塚 し、安全で有効な利用と環境保全をはかること

の毀 Vとを認識させる。
O太陽や星の見かけの動きから、剤

"猟

つ自 い う だヽさせる

○太陽の特徴を知るとともに、太腸系強銀河系に属すること、銀河系の外には男ilの

銀河が多数存在することを理解させる。

○太陽系の天体の特徴を知るとともに、惑星の動きや見え方、月の満ち欠けと日食

・月食について理解させる。

O植物、動物および微生物を栄養摂取の面から相互に関連づけて捉えるとともに、

自然界で,よ これらの生物がつり合いを保つて生活していることを見いださせる

○学校周辺の身近な自然環境につい菅搬ぺ 人間の生活が自然環境に影響を及ぼし

ていることを理解させるとともに自紳 を保全することの重要性を認識させ

る。
O日本の自然について、今まで学習してきたことを思い出させ、さらにす戯 の自然

を調査し、自翔 ちの恵みと災害についての理解を深めさせる。自働 翻

や防災・減決などについても議いヽ自然との共生の在り方について考えさせる。

O科学技術の発展の過程について、どのようなものがあるかを理解させ、さまざま

て杢間の生廷が豊変て督理ll=なつたことと雪酒韓させる。

後

期

10

11

12

1

2

156



教科名 年間授業時数 学年

音楽 39 3

授業形態 指導者名

前期:一斉授業 後期 :一斉授業 川上 由紀

教科書(発行所) 中学生の音楽2・ 3下

中学生の器楽

(教育芸術社)

(教育芸術社)

教科書以外の教材(発行所) 音楽のハーモニー2・ 3下 (正進社)

目標 音楽表現の豊かさや美しさを感じ取り、生涯にわたつて音楽に親しんでいく態度を養う。

学習のねらい

1 歌唱

曲にふさわしい歌唱表現を工夫する。曲種に応じた発声により、美しい言葉の表現を工夫して歌う。

2器楽

楽器の特徴を生かし、曲にふさわしい音色や奏法を工夫し表現する。

全体の響きに調和させて演奏する。

3創作

楽器の特徴を生かした旋律を作り、表現する。

表現したいイメージや曲想を持ち、自由な発想による創作表現をする。

4鑑賞

音と音との関わり合いや、速度や強弱の働きによって生み出される曲想の変化を感じ取る。音楽の背

景となる文化・歴史や他の芸術との関わりも理解し聴く。

定期考査

出題方針 教科書の内容を中心に、音楽のハーモニーやプIリ ント等から出題します。

範囲(予 定)

第1回考査 無 し

第2回考査 花、花の街、ボレ甲、ブルタバ、リコーダーの奏法 等

第3回考査 無し

第4回考査 無し

年度末考査 能、早春賦、尺八音楽、帰れソレントヘ、Let it Be等

評価の観点 i

評価の方法

・評価の観点は、「知識・技能」、「思考 =判 断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の 3観点とす

る

・具体的な評価は、普段の授業への取組(授業態度、授業プリントや音楽ノートの提出物等の記述内

容、創作活動での作品やその過程での取り組み方 等 )、 定期考査、実技テスト(リコーダー、歌唱)

から総合的に行う。

先生からアドバ

イス

。みなさんの身の回りには、たくさんの音や音楽であふれています。まずは、聞こえてくる音に耳を傾け

てみましよう。そして、心地良いな、心が動かされるなと感じる音や音楽を見つけてみてください。

・音楽の世界はとても広く、そして奥が深いです。様々な音楽に興味を持つこと、また、「音楽のしくみ」

を知ることで、音楽とより楽しく、より豊かに関わることができます。音楽の授業にも、興味関心をもう

て、積極的に取り組んでみましよう。

・音楽の授業は週 1回です。1回 1回の授業を大切にするためにも、準備物を忘れないようにしまし

ょう。提出物も確実に出しましょう。



年間授業計画表(45分授業)

学期 月 学習内容 時数 学習のポイント

前期

4

5

6

7

9

日本語の歌の良さや美しさを理解して、歌唱表

現を工夫しよう

・「花」

・「花の街」

音楽の特徴や背景を理解して、その魅力を味

わおう

・「ボレロ」

・「ブルタバ」

音階の特徴及び音のつながり方の特徴を生か

して、創作表現を工夫しよう

・My Melody

<第 2回考査>

曲想や語感を生かして、歌唱表現を工夫しよう

。「帰れソレントヘ」

4

4

3

3

・歌詞の美しさや旋律の特徴に関心を持ち、イメー

ジを持つて歌唱表現を創意工夫する。

・音楽を形づくつている要素や、構造と曲想との関

わり、背景などを理解して、良さや美しさを味わい

ながら聴く。

・音階の特徴を生かし、表現を工夫しながら旋律

を創作する。

・旋律の特徴を生かし、フレーズを考えながら歌

つ。

5

3

リコーダーに親しもう

*この題材は練習曲を継続して行う。

7 アルトリコーダーの基本的な奏法を身につけ正しい

リズムと音程で簡単な楽曲を演奏する。

後期

10

11

12

1

2

能の特徴を理解し、その魅力を味わおう

・「敦盛」

ポピュラー音楽の特徴を理解し、その魅力を味

わいながら歌おう

・「Let it Be」

日本の伝統音楽の特徴を理解して、その魅力

を味わおう

イ巣鶴鈴慕」

日本語の歌の良さや美しさを理解して、歌唱表

現を工夫しよう

。「早春賦」

仲間とともに、表情豊かに合唱しよう

～卒業式に向けて～

<年度末考査>

4

2

4

2

6

・能に興味・関心を持ち、日本の伝統芸能として

尊重し、その魅力を感じ取る。

・歌詞と旋律が生み出す雰囲気を味わいながら歌

う。

・尺八音楽の特徴や背景を理解し、その良さや美

しさを味わいながら聴く。

・歌詞の美しさや旋律の特徴に関心を持ち、イメ下

ジを持つて歌唱表現を創意工夫する。

・歌詞の内容や曲想を味わうとともにパートの役割

を理解し、曲にふさわしい表現を仲間と一緒にエ

夫して合唱する。

総時間数 39



教 科 名 年間授業時数 学年

美  術 39 3

授 業 形 態 指 導 者 名

下斉授業 森 邦生

教科書 (発行所 ) 美術 2・ 3下 学びの探求 と未来  (日 本文教出版)

教科書以外の教材 (発行所) 美術資料 (秀学社)

目  標

描く活動と作る活動を通し、ものをつくり出す喜びと社会との接点を実感する■とで、美術

を愛好する心情を深め、心豊かな生活を創造していく意欲と態度を高める。        |
また鑑賞の能力を高め、美術文化についての理解を深めるとともに、美術と社会の関わりを

考えていく力を高める。

学習のねらい

1 絵画・彫刻などの活動を通 して

今までの経験をもとに、造形的な視点で対象を深 く観察する力 と、 自己をより深 く見つ

めて表現す る力を身につけ、意図に応 じて豊かに発想 し構想する能力 を身につける。

2 デザイン・工芸などの活動を通して

題材 と素材を総合的に考えてテーマを生み出し、色彩や構成法を考えて美 しく効果的に

表現する。また複雑な制作過程を順序立て、見通 しをもつて制作する。

3 鑑賞

日本及び諸外国の美術遺産を鑑賞し、その特質や文化や伝統などについての理解や見方

を深め、美術を通 した国際理解を一段 と深める。また自分 との関わ りを見つけ、考えな

がら表現活動に反映させる。

定 期 考 査
出題方針 授業で制作した内容や配布プリント、教科書・美術資料から出題する。

範 囲

(予定)

第 1回考査

第 2回考査

第 3回考査

第 4回考査

学年末考査

な し

岡山の伝統工芸、うちわ制作て鑑賞問題

な し

な し

色の属性 と配色、水墨画、ピク トグラム、遠近法、実技問題

評価の観点・

評価の方法

○評価の観点は、造形的な知識及び技能の習得、創造的な思考・判断・表現の能力、創作活動

に主体的に、また粘り強く取り組む態度の3項 目とする。

O準備物や授業での態度・真負1に創意工夫しようとする姿勢・見通しを持つた創作活動など

制作過程での観点別達成度、表現に適した道具の工夫と作品の出来栄え、ワークシー トによ

る鑑賞能力の 3つのポイントを総括して評価する。

先生か らア ドバイス

義務教育最後の美術です。伝統工芸の独 自の表現や抽象的な表現を通 して、自分が感 じ

たものと結びうけて構想 し、新たな材料を用いて複雑な制作過程を経て表現 します。

創作に打ち込む中で、自分の内面を深 く見つめ、じつくり時間をかけて思いの丈を表現

する美術の醍醐味を味わつて欲 しいです。

自分の分身のような愛着を感 じる作品、 3年間の集大成 となるような作品を、試行錯誤

しながら造つていきましょう。



年 間 授 業 計 画 表 (45分授業)

学

期
月 学 習 内 容 時数 学習のポイント

前

期

4

5

6

7

8

9

「立体感と空間をとらえて」鯰画l

・身近なモチーフを用いた鉛筆デッサン

「岡山の伝統工芸を味わう」l鑑賞l

。備前焼と撫サIIう ちわの鑑賞

「風に想いを乗せて」 (デザイン・■到

・岡山の伝統工芸の技法を応用したオリジナ

ルうちわの制作

じ子2回考奇 l

「生活の中の色の働き」 (鑑賞・デザイ刀
。身近にある配色とその効果を調査・分析し

てまとめる。

3

1

12

3

・対象の立礎 間表現に着日し、鉛筆の特性を

工夫して執
・濃度の違う鉛筆を使い分け、工夫して表現に結び

つける。

。伝統文化のよさや美しさ、先人の二夫などに関心

紳 。
・ 日常生活に生かされ、また伝統を受け継いでいく

ことの大切さ式柵 直を学烏

・夏や風を題材にイメージを広t大 題材や用途、材

料の特性く制御隣 などを総合的に考えデザイン

翻 する。
・制作過程の見通しを持つて制作する。

。日常生活の中の色の働きに目を向け、色の効果に

興味関心を持つ。

後

期

10

11

12

1

2

印豫陰画の世界」l鑑賞l

「イメージを形で表現しよう」佃嫉1)

・ 自分の内面をテーマにした抽象的な石彫制作

ll年度末考al

「名画の中に入つてみよう」l鑑賞 。デザイン)

1

15

4

・抽象絵画に出会い、作品から感じたことを手掛かり

に作者の心情を考える。
・他渚の見方I軸 ながら鑑賞を深める。

・ 自分の内面を見つめ、気持ちや感情から主題を生み

出し、単純化・脚 な形を構想する。

・立体としての量感、空間との関係に着日し、意図に

合つた表婢 を工夫する。

・刃物の使用に注意し、リスクを回避する作業を心が

ける。
・見通しを持つた制作過程を考える。

・美術作品の成り立ちや作者の意図を読み取る。

・班鞘 llノ分押_を決め、ディスカッションしながら回

を活用して共同制作をする。

・他者の表現に触れ、表現の可能畦や楽しさを帆

総 時 間 数 39


